
1300株100種の牡丹が神社の境内を華麗に彩る。
境内の樹齢300年を誇る1本の株から9本の枝が分か
れていることから「九龍の藤」とよばれる藤棚などもあ
り、参拝者の目を楽しませている。
■開催期間／平成25年5月10日（金）～25日（土） 
※期間中の5月15日（水）～21日（火）は春季例大祭も行
われる。

■場　　所／岩沼市三色吉字水神7
■交　　通／JR東北本線および常磐線･岩沼駅より車で
約10分。または仙台方面からは県道仙台岩沼線で約40
分。東北自動車道・仙台南ICより車で約30分。 
※5月15日（水）～21日（火）の間はJR岩沼駅西口より
ミヤコーバス臨時バス運行。 

■駐 車 場／無料駐車場(約300台)有り｡※臨時駐車場有 
■関連URL：金蛇水神社ホームページ

　http://kanahebi.cdx.jp/ 
■お問合せ：金蛇水神社　0223－22－2672

金蛇水神社花まつり
～東北有数の牡丹園が見事～ ●平成２４年度臨時総会•会長セミナー会議 （２）

●復興への道標（利府松島商工会） （3）

●サポーティングリーダー制度 （3）

●商工会事業の紹介（角田市商工会） （4）

●ある日の指導日誌から（登米みなみ商工会） （4）

●経営力強化サポート資金のご案内  （5）

●ぼくのお父さん（大崎商工会青年部） （5）

●税のひとくち知識（消費税増税への対応） （6）

●個人住民税の特別徴収制度について （7）

●地域弁護士制度•エキスパートバンクのＰＲ （7）

●青年部•女性部コーナー （8）

天　　野　　　忠　　正
株式会社髙橋プリント
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平
成
二
十
四
年
度
本
会
臨
時
総

会
が
三
月
二
十
六
日
、
来
賓
に
東

北
経
済
産
業
局
長
（
代
理
：
渡
邊

中
小
企
業
課
長
）、
宮
城
県
知
事

（
代
理
：
冨
田
商
工
経
営
支
援
課

長
）
等
を
迎
え
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル

仙
台
で
開
催
さ
れ
た
。

天
野
会
長
は
開
会
挨
拶
で
「
来

年
度
も
被
災
商
工
会
等
に
対
す
る

継
続
的
な
支
援
及
び
要
望
・
陳
情

活
動
を
最
優
先
と
し
て
、
被
災
し

た
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
早
期

復
旧
に
向
け
た
支
援
に
更
に
取
り

商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
・
商
工
会

長
会
議
が
去
る
二
月
二
十
六
日
、

組
む
」
と
力
強
く
述
べ
た
。

続
い
て
、
議
長
に
大
崎
商
工
会

の
丸
一
男
会
長
を
選
出
し
議
事
に

入
っ
た
。

執
行
部
か
ら
は
、
当
初
予
算

よ
り
千
四
百
万
円
増
と
な
る
約

三
億
六
千
万
円
の
収
支
補
正
予

算
、
ま
た
沿
岸
被
災
商
工
会
の
会

費
の
減
免
に
つ
い
て
説
明
。

新
年
度
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨

年
八
月
に
施
行
さ
れ
た
中
小
企
業

経
営
力
強
化
支
援
法
に
基
づ
き
、

本
会
並
び
に
県
下
商
工
会
全
て
が

認
定
支
援
機
関
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
来
年
度
新
た
に
国
が
設
置
す

る（
仮
称
）地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
有
効
活
用
す
る
と
と
も
に
、

現
在
本
会
に
設
置
し
て
い
る
三
名

の
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
を

一
名
増
員
し
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
抱
え
る
悩
み
や
高
度

専
門
的
な
経
営
課
題
に
対
し
て
積

極
的
な
支
援
を
行
う
な
ど
五
つ
の

重
点
事
業
を
含
む
事
業
計
画
等
九

議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の

結
果
、
提
案
さ
れ
た
議
案
は
全
て

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
仙
台
を
会
場
に
開

催
さ
れ
た
。

商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
東

北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
の

奥
村
誠
教
授
が
「
東
北
復
興
の
た

め
の
産
業
振
興
策
」
と
題
し
て
、

約
一
時
間
講
演
を
行
っ
た
。

奥
村
教
授
は
、
東
日
本
大
震
災

後
の
復
興
策
と
し
て
「
従
来
の
コ

ス
ト
節
約
型
の
政
策
に
は
限
界
が

あ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
の
発
想
か

ら
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
」
と

提
言
し
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
商
工
会

平
成
二
十
五
年
度

事
業
計
画
重
点
事
業

一
．
東
日
本
大
震
災
被
災
商
工

会
等
に
対
す
る
継
続
的
な

支
援

二
．
組
織
・
支
援
機
能
の
強
化

と
財
政
基
盤
の
拡
充
強
化

三
．
人
財
育
成
の
推
進

四
．
小
規
模
企
業
へ
の
支
援
強

化

五
．
地
域
活
性
化
事
業
の
推

進
・
支
援

長
会
議
で
は
、
政
権
交
代
後
、
大

幅
に
拡
充
さ
れ
た
平
成
二
十
五
年

度
国
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
関
係
予
算
案
等
に
つ
い
て
説

明
す
る
と
と
も
に
、
本
会
及
び

三
十
三
商
工
会
全
て
が
、
経
営
力

強
化
支
援
法
に
係
る
認
定
支
援
機

関
と
な
っ
た
旨
報
告
し
た
。

さ
ら
に
、
終
了
後
同
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
宮
城
県
議
会
議
員
の
自

由
民
主
党
・
県
民
会
議
商
工
議
員

連
盟
の
先
生
方
二
十
三
名
と
の
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
、
中
小
企
業
等

グ
ル
ー
プ
施
設
復
旧
・
整
備
支
援

補
助
金
の
拡
充
と
継
続
支
援
を
は

じ
め
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期

復
興
に
係
る
要
望
八
項
目
に
つ
い

て
お
願
い
し
、
先
生
方
と
建
設
的

な
意
見
交
換
を
重
ね
た
。

臨時総会

県議会議員と商工会長との懇談会

新
年
度
事
業
計
画
等
を
承
認

復
興
に
向
け
取
組
み
を
加
速
！

︱
平
成
二
十
四
年
度
臨
時
総
会
︱

震
災
か
ら
の
早
期
復
興
を

︱
商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
・
商
工
会
長
会
議
︱

︱
県
議
会
議
員
と
商
工
会
長
と
の
懇
談
会
︱

こ
の
度
、商
工
会
関
係
で
次
の
方
々
が
受
章
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

平成25年春の叙勲
（旭日単光章）

相　

原　

八　

男
氏

　
（
前
蔵
王
町
商
工
会
会
長
）

吉　

田　

末　

男
氏

　
（
前
登
米
み
な
み
商
工
会
会
長
）

栄えある受章おめでとうございます

第289号（2）発行　平成25年5月1日発行　平成25年5月1日



む
）
と
し
て
の
事
実
上
の
ス
タ
ー

ト
の
年
で
も
あ
り
、
小
規
模
事
業

者
の
課
題
解
決
に
向
け
た
支
援
を

実
施
し
て
参
り
ま
す
。

◎
問
合
せ
先　

各
地
域
の
商
工
会

又
は
本
会
広
域
企
業
支
援
グ

ル
ー
プ

℡
〇
二
二

−

二
二
五

−

八
七
五
一

　

新
Ｓ
Ｌ

　

桃
井　

健
次　

氏

平
成
二
十
三
年
度
よ
り
本
会
に

設
置
し
て
お
り
ま
す
、
サ
ポ
ー

テ
ィ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
（「
以
下
Ｓ

Ｌ
」）
が
平
成
二
十
五
年
度
よ
り

一
名
増
員
し
、
四
名
体
制
と
な
り

ま
し
た
。
本
制
度
は
商
工
会
経
営

指
導
員
等
と
連
携
を
図
り
、
小
規

模
事
業
者
の
経
営
支
援
機
能
の
強

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
。

担
当
の
広
域
企
業
支
援
グ
ル
ー

プ
で
は
Ｓ
Ｌ
制
度
発
足
以
来
、
中

小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
申

請
支
援
や
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
支
援
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
及
び
商
工
会
経
営
指
導

員
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
会
員

企
業
の
経
営
革
新
承
認
取
得
の
支

援
、
農
商
工
連
携
、
六
次
産
業
化

支
援
、
地
域
資
源
計
画
、
事
業
承

継
、
創
業
、
第
二
創
業
支
援
、
事

業
再
生
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
等
企
業

の
高
度
専
門
的
な
経
営
課
題
の
解

決
を
図
る
べ
く
活
動
を
行
っ
て
来

て
お
り
ま
す
。

特
に
本
年
度
は
中
小
企
業
経
営

力
強
化
支
援
法
に
基
づ
い
た
、
認

定
支
援
機
関
（
三
十
三
商
工
会
含

商
工
会
の
経
営
支
援
機
能
を
強
化

“
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
”制
度

〜
一
名
増
員
し
、支
援
体
制
を
充
実
〜

興
写
真
展
」
や
石
巻
日
日
新
聞
発

行
の
「
か
べ
新
聞
」
の
展
示
等
が

行
わ
れ
た
。
更
に
、
東
日
本
大
震

災
に
お
け
る
自
衛
隊
に
よ
る
救
援

活
動
の
紹
介
や
実
際
に
使
用
さ
れ

た
自
衛
隊
車
両
の
展
示
と
試
乗
等

も
行
わ
れ
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
初
め
て
の
開
催

と
な
っ
た
が
、
東
日
本
大
震
災
を

風
化
さ
せ
な
い
よ
う
定
期
的
に
開

催
し
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

利
府
松
島
商
工
会
（
福
田
正
朗

会
長
）
で
は
、
去
る
二
月
十
三
日

㈬
〜
十
七
日
㈰
の
五
日
間
、
商
工

会
、
行
政
、
観
光
協
会
、
松
島
海

岸
中
央
商
店
会
な
ど
十
二
団
体
等

で
実
行
委
員
会
（
佐
々
木
繁
実
行

委
員
長
）
を
組
織
し
、
松
島
町
海

岸
地
区
の
観
光
物
産
館
駐
車
場
を

会
場
に
「
２
０
１
３
三
陸
み
や
ぎ

復
興
市
in
松
島
」
を
開
催
し
た
。

本
復
興
市
は
、
東
日
本
大
震
災

で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県

三
陸
沿
岸
部
の
復
興
支
援
と
地
域

経
済
の
早
期
回
復
を
図
る
の
が
ね

ら
い
で
、
気
仙
沼
商
工
会
議
所
、

石
巻
商
工
会
議
所
、
南
三
陸
商
工

会
、
本
吉
唐
桑
商
工
会
、
女
川
町

商
工
会
、
石
巻
か
ほ
く
商
工
会
、

石
巻
市
牡
鹿
稲
井
商
工
会
、
東
松

島
市
商
工
会
等
の
多
大
な
る
協
力

の
下
、
各
被
災
地
域
の
地
場
産
品

等
を
販
売
し
た
。

地
場
産
品
の
販
売
・
地
場
産
業

の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
三
陸
沿

岸
地
域
を
代
表
す
る
地
場
産
品
や

「
石
巻
焼
そ
ば
」
な
ど
ご
当
地
グ

ル
メ
を
提
供
す
る
二
十
一
店
舗
が

出
店
し
、
連
日
新
鮮
な
魚
介
類
や

海
藻
な
ど
の
地
場
産
品
等
が
特
別

価
格
で
提
供
さ
れ
た
。
ま
た
、
阪

急
交
通
社
と
の
連
携
企
画
と
な
っ

た
「
無
料
か
き
汁
」
引
き
換
え
券

付
き
「
復
興
市
お
買
い
も
の
・
食

べ
歩
き
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
利
用
し

た
約
二
千
八
百
名
の
観
光
客
に
も

好
評
を
博
し
、
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

そ
の
他
、
三
陸
沿
岸
の
被
災
地

の
復
興
状
況
等
に
つ
い
て
パ
ネ
ル

等
を
活
用
し
た
展
示
会
を
同
会
場

で
催
し
、石
巻
か
ほ
く
地
域
の「
復

特産品販売

三陸沿岸の特産品 復興市会場

「
あ
り
が
と
う
を
伝
え
た
い
…
」

三
陸
沿
岸
の
特
産
品
が
大
集
合
！

〜
２
０
１
３
三
陸
み
や
ぎ
復
興
市
in
松
島
を
開
催
〜

復
興
へ
の
道
標
�

利府松島商工会

企業の経営課題や悩みをSLが解決します
○経営革新を考えているけど、どうしたらいいの？
○農商工連携事業って最近よく聞くけど、どこに相談したらいいの？
○特許や商標登録ってどうやったら取得できるの？無料でできないかな？
○ 6次産業化ってどうやるの？商品開発はどうすればいい？
　その他普段どこに相談したらいいか分からない相談ごとは是非、ご一報ください！
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商
工
会
業
務
は
、金
融
斡
旋
、税

務
、経
理
、労
働
保
険
、地
域
振
興
、

イ
ベ
ン
ト
等
々
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。

今
、格
差
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、

地
域
格
差
、企
業
間
格
差
、個
人
格

差
な
ど
言
わ
れ
て
お
り
、商
工
会

地
域
に
お
い
て
は
、地
場
企
業
の

減
少
、慢
性
的
な
供
給
過
剰
、右
肩

下
が
り
、格
差
拡
大
、二
極
化
、ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
、個
性

化
、少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
等
、

様
々
な
問
題
・
課
題
が
顕
在
化
し
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り

嫁
不
足
の
解
消
と
角
田
市
の
魅

力
を
日
本
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
角
田
市
で
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
東
京
放

送
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
二
月

十
六
日
㈯
〜
十
七
日
㈰
の
二
日
間

に
わ
た
り
、「
角
田
の
花
嫁
・
お

見
合
い
大
作
戦
」（「
も
て
も
て
ナ

イ
ン
テ
ィ
ナ
イ
ン
」
集
団
お
見
合

い
大
作
戦
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
二
年
経

過
し
、
東
北
地
方
で
初
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
番
組
は
、
タ
レ
ン
ト
の
ナ

イ
ン
テ
ィ
ナ
イ
ン
が
司
会
を
し
、

花
嫁
不
足
で
悩
む
農
村
や
漁
村
で

暮
ら
す
男
性
の
た
め
に
、
一
般
女

性
を
全
国
か
ら
募
り
開
催
地
の
市

町
村
を
舞
台
に
お
見
合
い
を
す
る

も
の
で
、
お
見
合
い
に
参
加
し
た

男
女
の
様
子
を
伝
え
る
番
組
で
す
。

収
録
当
日
は
、
大
雪
に
も
関
わ

ら
ず
、
宮
城
県
内
は
も
と
よ
り
全

国
各
地
か
ら
五
十
七
名
の
女
性
が

集
合
し
ま
し
た
。

角
田
市
で
は
千
人
以
上
の
市
民

が
集
ま
り
、
よ
さ
こ
い
の
演
舞
や

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
な
ど
で
女

性
を
歓
迎
、
そ
し
て
角
田
市
在
住

の
独
身
男
性
二
十
五
名
と
顔
合
わ

せ
を
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
全
員
と
一
対
一
で
会

話
し
、
女
性
陣
は
一
番
気
に
な
っ

た
男
性
の
自
宅
を
一
軒
だ
け
選
ん

で
訪
問
で
き
ま
す
。
男
性
陣
は
、

家
族
と
一
緒
に
家
で
待
機
し
、
角

田
産
の
お
米
や
梅
を
使
っ
た
料
理

で
お
も
て
な
し
を
し
て
、
女
性
陣

に
大
変
好
評
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
フ
リ
ー
タ
イ
ム
を
経

て
、
男
性
が
想
い
を
寄
せ
る
相
手

に
告
白
を
行
っ
た
結
果
、
十
七
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
現
在
進
行
形
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
ま
ま
結
婚
す
る
カ
ッ

プ
ル
が
多
数
出
る
の
で
は
と
期
待

「会員が満足して
頂くために」
登米みなみ商工会
主任主査　山　田　　博

ま
す
。

会
員
事
業
所
の
中
で
も
特
に
小

売
業
の
方
々
は
、売
上
の
伸
び
悩

み
や
利
益
率
の
減
少
、先
行
き
不

安
、後
継
者
難
等
問
題
・
課
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、会
員
事
業
所
の
こ
れ
ら

問
題
・
課
題
の
解
決
に
は
、ま
ず
地

域
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、町
外
の
お
客
様
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
イ
ベ
ン
ト
に
関
す

る
情
報
を
発
信
し
、多
く
の
お
客

様
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、地
場
特

産
品
の
良
さ
を
認
識
し
て
も
ら
い

リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
に
繋
げ
る
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

商
工
会
は
、限
ら
れ
た
人
的
経

営
資
源
で
す
が
、こ
れ
ま
で
の
金

融
斡
旋
や
記
帳
指
導
に
加
え
て
、

観
光
イ
ベ
ン
ト
や
物
産
振
興
に
も

注
力
し
、会
員
事
業
所
の
業
績
向

上
に
直
接
的
に
繋
げ
て
行
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、こ
れ
か
ら
の
商

工
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、で
き
る
だ
け
時
間
を

作
っ
て
会
員
事
業
所
を
訪
問
し
、

会
員
事
業
所
の
手
と
な
り
、足
と

な
っ
て
、業
績
向
上
の
た
め
に
自

己
研
鑽
に
努
め
、会
員
に
満
足
し

て
頂
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
模
様
は
三
月
十
九
日
に
放

送
さ
れ
、
角
田
市
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。角

田
市
商
工
会
で
は
、
斎
藤
青

年
部
長
が
企
画
段
階
よ
り
実
行
委

員
会
の
副
委
員
長
と
し
て
参
画
し

て
お
り
、
青
年
部
が
一
丸
と
な
っ

て
本
企
画
の
成
功
に
向
け
Ｔ
Ｂ
Ｓ

の
ス
タ
ッ
フ
と
一
体
と
な
っ
た
全

面
的
な
協
力
を
行
い
ま
し
た
。

お見合い大作戦に参加した角田市の男性たち

番組収録会場 よさこい演舞

Ｔ
Ｂ
Ｓ
も
て
も
て
ナ
イ
ン
テ
ィ
ナ
イ
ン

「
角
田
の
花
嫁
・
お
見
合
い
大
作
戦
」

角
田
市
商
工
会

商工会事業の
紹介
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ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、株
式

会
社
オ
イ
デ
ッ
ク
で
働
い
て
い

ま
す
。お
父
さ
ん
は
、専
務
取
締

役
で
水
道
工
事
の
現
場
監
督
や

営
業
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。そ

し
て
毎
日
し
っ
か
り
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。だ
か
ら
家
に
帰
る

と
と
て
も
疲
れ
て
い
ま
す
。そ

れ
で
も
休
ま
ず
し
っ
か
り
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。東
日
本
大
震

災
で
は
困
っ
て
い
る
地
い
き
の

人
の
た
め
に
、朝
五
時
か
ら
夜

中
の
一
時
ま
で
こ
わ
れ
た
道
路

や
水
道
管
を
な
お
し
た
り
、給

水
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。そ

ん
な
仕
事
を
三
ヶ
月
も
休
み
な

し
で
一
生
け
ん
め
い
し
て
い
ま

し
た
。そ
の
後
も
毎
日
の
よ
う

に
仕
事
な
ど
で
い
な
い
日
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。で
も
仕

事
が
お
休
み
で
家
に
い
る
時
は

い
っ
し
ょ
に
遊
ん
で
く
れ
た

り
、家
族
み
ん

な
で
出
か
け
た

り
し
ま
す
。そ

ん
な
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
で
き

る
お
父
さ
ん
み

た
い
に
ぼ
く
も

な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

尾出大征くん

尾お
い
で出

　
大た
い
せ
い征
く
ん
　
　

（
三
本
木
中
学
校
一
年
）

株
式
会
社
オ
イ
デ
ッ
ク

大
崎
商
工
会
青
年
部　

尾
出　

恵
一
さ
ん

　中小企業の皆さまが，取扱金融機関及び国の認定した経営革新等支援機関の支援を受けながら事業計画
を策定し，「経営の改善」や「経営力の強化」に取り組む際にご利用いただける資金です。
ご利用いただける方

　次のいずれにも該当する中小企業者等
①宮城県内に事業所を有する方
②金融機関及び認定経営革新等支援機関の支援を受けつつ，自ら事業計画の策定及び計画の実行並びに
進捗の報告を行う方

ご融資の条件

　○融資限度額　　8,000万円
　○融資利率　　　年2.0％（固定）
　○償還期間　　　運転資金 5年以内（うち据置 1年以内）設備資金 7年以内（うち据置 1年以内）

　ただし，既往の宮城県制度融資を借り換える場合には，10年以内（うち据置 1年以内）
　○担　　保　　　取扱金融機関及び県信用保証協会所定
　○保 証 人　　　原則として法人代表者以外不要
　○信用保証料率　責任共有制度対象の場合年0.45％〜 1.45％
　　　　　　　　　責任共有制度対象外の場合年0.50％〜 1.50％

※原則として「責任共有制度対象の場合」の保証料率を適用します。
ただし，責任共有制度対象外の既往の県制度融資（融資金額の範囲内）を借り換え
る場合には，「責任共有制度対象外の場合」の保証料率を適用します。

○取扱金融機関　県内に本店・支店がある都市銀行・地方銀行・第二地方銀行・信用金庫・信用組合・
商工組合中央金庫・農林中央金庫

　○問合せ先　　　最寄りの商工会までご連絡ください。

「経営力強化サポート資金」のご案内

「
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
」
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税のひとくち知識

消費税増税への対応
平成26年 4 月 1 日（施行日）の消費税率の引き上
げに伴う政令が公布され、その経過措置が明らかに
なりました。一般的に消費税増税への対応はいかに
して増税分を価格に転嫁するかが最大のポイントに
なると言われています。請負工事等に係る経過措置
の基準となる「指定日」（平成25年10月 1 日）が間
近に迫り、今後取扱通達等が出揃えば実務対応が本
格化するものと思います。
以下に、経過措置の概要と主な対応策を掲げまし
たので、事業内容に応じた検討とその準備等の参考
にして下さい。

1．定められた経過措置
⑴旅客運賃等に関するもの
旅客運賃、映画又は演劇を催す場所への入場料
金その他の不特定かつ多数の者に対する課税資産
の譲渡等の対価で政令で定めるものを施行日前に
領収し、施行日以後に乗車等されるもは旧税率を
適用。
旅客運賃等の範囲………電車等に係る運賃等、
映画・演劇等への入場料金、競馬場等への入場料
金､ 美術館等への入場料金
⑵請負の工事等に関するもの
平成25年10月 1 日（「指定日」）の前日までに締
結し工事（製造を含む。）の請負に係る契約（こ
れに類する政令で定める契約を含む。）に基づき、
施行日以後に資産の譲渡等を行う場合、その資産
の譲渡等は旧税率を適用。
政令で定める請負工事等の範囲………測量、地
質調査、工事の施工に関する調査、企画、立案及
び監理並びに設計、映画の製作、ソフトウエアの
開発その他の請負に関する契約（委任その他の請
負に類する契約を含む）で、次の要件を満たすも
の
◦仕事の完成に長期間を要するもの
◦仕事の目的物の引渡しが一括して行われるもの
◦仕事の内容につき相手方の注文が付されている
もの
⑶資産の貸付けに関するもの
平成25年10月 1 日（「指定日」）の前日までの間
に締結した資産の貸付けに係る契約に基づき、施
行日前から施行日以後引き続き資産の貸付けを
行っている場合で、契約の内容が次の①・②また
は①・③の要件に該当するときは、施行日以後に
行う貸付に係る消費税率は旧税率を適用
①貸付けの期間と貸付期間中の対価の額が定め
られていること
②事業者が事情の変更その他の理由により対価
の額の変更を求めることができる旨の定めが
ないこと
③当事者の一方または双方がいつでも解約の申
入れをすることができる旨の定めがないこと

その他対価に関する契約の内容が政令で定め
る要件に該当していること
政令で定める要件………貸付けに係る資産の取
得に要した費用の額及び付随費用の額の合計額の
うちに契約期間中に支払われる資産の貸付けの対
価の額の合計額に占める割合が100分の90以上で
あるように契約で定められていること
⑷その他の経過措置の主なもの
①予約販売に係る書籍等指定日前に締結した不
特定多数の者に定期的に継続して供給するこ
とを約する契約に基づいて譲渡する書籍その
他の物品で対価の全部または一部を26年 4 月
1 日前に領収している場合は旧税率を適用

②通信販売等指定日前に不特定多数の者に商品
の内容・価格等を提示し、施行日前に郵便・
電話その他の方法で売買契約の申込みを受け
て施行日以後に販売する場合は旧税率を適用

2．主な対応策
⑴価格転嫁・価格表示
5 ％への増税時の調査では、製造と卸売の90％

の事業者は価格転嫁ができたのですが、小売、サー
ビス業では50％の事業者は価格転嫁できなかった
と答えています。
主要な得意先の理解を得る等価格転嫁について
詳細な検討が必要。
また、当分の間、 5％・ 8％・10％の税率が混
在することが予想されることからレジの税率改定
や経理システムが対応出来るかどうかの確認が必
要。請求書、契約書等も同様。
⑵納税資金・運転資金
直近の消費税申告書の確定消費税額（地方消費
税額を含む）×110/105により増加する納税資金を
試算する。
また、大まかに増加する運転資金がどのくらい
になるか試算してみる。
価格転嫁できなかった場合等を想定して、利益
や業績への影響を試算してみる。
⑶会計実務
会計処理（税込、税抜き）、課税方式（本則、簡易）
についてその妥当性を検討する。
売掛金や買掛金について、取引時の税率が正し
く確認できる方式になっているか。
税額計算の実務処理について依頼先の会計事務
所に確認する。
⑷その他検討事項
原材料や商品等について、駆け込み需要への対
応（仕入・在庫管理）を検討する（売残りに注意）。

宮城県商工会連合会　嘱託専門指導員　　
菅野正弘
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特別徴収制度とは？ 特別徴収義務者とは？

　前年中に給与の支払いを受けており，かつ，４月１

日の現況において給与の支払いを受けている方をいい

ます。特別徴収義務者は，給与所得者である従業員か

ら，特別徴収の方法によって住民税を徴収しなければ

なりません。

　従業員が常時１０人未満である事業所は，市町村の

承認を受けて，年１２回の特別徴収税額の納期を年２

回とすることができます。

（繁忙期に臨時雇用した従業員数は，特例の算定基礎

となる従業員数には含みません。）

　従業員に給与を支払っている事業主が，住民税の納

税義務者である給与所得者に毎月支払う給与から住民

税額（市町村民税＋県民税）を徴収（天引き）し，給

与所得者に代わって６月から翌年５月までそれぞれの

市町村に納入していただく制度です。

　地方税法及び各市町村の条例の規定により，特別　

徴収義務者の指定を受けた給与の支払者を指します。

　５月３１日までに，給与所得者の住所地である市町

村から特別徴収税額の通知を受けた特別徴収義務者

は，特別徴収税額の月割額を従業員の給与から差し引

いて，翌月の１０日までに各市町村に納入していただ

くことになります。

特別徴収の対象となる給与所得者とは？ 小規模事業者に係る納期の特例とは？

従業員の個人住民税の特別徴収を実施していない事業主の皆様へ
宮城県と県内全市町村から

特別徴収制度のご案内

専門家派遣事業（エキスパートバンク）
経営内容を見直して、売上・利益をアップさせたい、
新たな事業を展開したい、従業員のやる気を高める
社員教育をしたい、集客力のある魅力的な店舗にし
たい等、さまざまなお悩みを抱えてはいませんか？
専門家派遣事業（エキスパートバンク）は、さまざ
まな分野のエキスパートが登録し、あなたに必要な
専門の講師を工場やお店に直接派遣、適切なアドバ
イスを行う制度です。

地域弁護士制度の
　　　　　利用について
法律関係の困りごとを抱えているがどこに相談した
らよいか分らない、弁護士に相談するほどの案件か
どうか判断できない、弁護士は敷居が高く感じてし
まって相談しづらい等々のお悩みをお持ちの経営者
の方を、宮城県商工会連合会・県内商工会の経営指
導員と仙台弁護士会が連携してサポートいたしま
す。

地域弁護士制度のしくみ

※本制度のご利用を希望される方は、最寄りの商工
会までご連絡下さい。

1企業、1テーマにつき1回、専門家を無料派遣します。
 初回　
無料！

対　　　 象　経営の向上を目指す方及び創業を
お考えの方

支 援 内 容　経営全般、金融、税務会計、労務
管理、店舗設計、商品開発、デザ
イン、特許など

派　　　 遣　専門家を相談希望者に直接派遣
し、経営・技術上様々な課題に対
して、具体的・実践的に1企業に
つき1回、無料派遣いたします。

申込・問合せ　最寄りの商工会までご連絡下さい。

3. 地域弁護士が直接訪問

2. 派遣要請1. 申込み
商工会・

商工会連合会

登録地域弁護士相談者
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去
る
三
月
四
日
㈪
、
県
青
連
・

県
女
性
連
合
同
研
修
会
が
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
（
千
代
の

間
）
に
て
、青
年
部
員
七
十
二
名
、

女
性
部
員
百
三
十
九
名
参
加
の
も

と
、
㈲
香
取
感
動
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

代
表
取
締
役
香
取
貴
信
氏
を
講
師

に
む
か
え
、「
お
も
て
な
し
の
心

で
感
動
を
〜
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

で
学
ん
だ
大
切
な
こ
と
〜
」
と
題

し
た
研
修
会
を
開
催
し
た
。

香
取
氏
が
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

の
キ
ャ
ス
ト
（
ス
タ
ッ
フ
）
と
し

て
、
新
人
の
時
に
先
輩
よ
り
指
導

さ
れ
た
こ
と
に
「
な
ぜ
そ
こ
ま
で

や
る
の
か
」
と
の
疑
問
の
回
答
を

求
め
た
と
こ
ろ
、
物
事
の
一
つ
一

つ
の
向
こ
う
側
に
お
客
様
が
い
る

こ
と
。
お
客
様
の
た
め
に
自
ら
が

出
来
る
最
善
の
方
法
を
選
択
す
る

こ
と
。
ま
た
、
誰
に
で
も
出
来
る

当
た
り
前
の
こ
と
は
誰
に
も
負
け

な
い
く
ら
い
徹
底
的
に
行
い
、
お

客
様
に
良
い
思
い
出
だ
け
を
持
ち

帰
り
頂
く
こ
と
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
自
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
確
立

し
、
さ
ら
に
は
、
感
動
に
つ
な
が

る
よ
う
に
な
る
と
指
導
さ
れ
た
。

大
震
災
時
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
も
大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
た

が
、
キ
ャ
ス
ト
一
人
一
人
が
お
客

様
を
第
一
に
考
え
、「
お
客
さ
ま

を
最
優
先
」
と
の
一
言
で
、
誰
か

ら
の
指
示
も
な
く
、
自
ら
行
動
を

起
こ
し
、
二
万
人
と
も
言
わ
れ
た

お
客
様
を
無
事
に
避
難
さ
せ
る
こ

と
が
出
来
た
。

日
頃
か
ら
仕
事
に
と
っ
て
何
が

必
要
で
あ
る
か
、
仕
事
に
対
す
る

情
熱
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
い
か

に
大
切
か
を
問
い
か
け
る
内
容

で
、
参
加
者
は
講
師
の
話
に
終
始

聞
き
入
る
有
意
義
な
研
修
会
と

な
っ
た
。

尾出県青連会長の挨拶

香取氏の講演場面

熱心に聴講する青年部員と女性部員

デ
ィ
ズ
ニ
ー
マ
ジ
ッ
ク
・
感
動
を
呼
ぶ
サ
ー
ビ
ス
で

意
識
改
革
を
促
す
！

︱
宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
・
宮
城
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
合
同
研
修
会
︱

青年部員・女性部員募集しています！
　いろいろな地域の同業種・異業種の仲

間と交流を図り、事業発展へのチャンス

を掴む場を提供します。

例えば

・部員の資質向上を目的に、経営に役立

つ研修会、先進地視察等を実施してい

ます。

・地域のイベントの実施や協力で地域振

興の発展に寄与しています。

・各種スポーツなどのレクリエーション

を通して、他地域の部員との情報交換

や親睦が図れます。

お問合わせ・お申込みは、
お近くの商工会へ
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